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の院生が同じ（少人数のゼミ的な）授業で学ぶことによって、お互いに経験や発想の違いを理解し、それが法律の多面的な理解につなが ことが期待されるのである。もう一点は、それぞれの出口 明確化が本研究科の特色につながるということ ある。　
たとえば、社会人については、先にも述 たように、もちろん広義 （定年退職者等も対象になる） 「学び










本シンポジウムの第一の趣旨は、 新設法学研究科 「ビジネス法務専攻」 の独自性のアピールである。もちろん、





もいわゆる新領域分野関係の科目を紹介する形を取った。設置科目名でいう 、 「知的財産政策」 「金融法（F
inT
ech ） 」 「エンターテインメント法」 「再生可能エネルギー法」が本研究科設置科目であり、 「マーケティン










































に「イノベイティブな法務」の探究を行える人材を集めた研究機関としてスタートした。今後の研究成果の発出と、趣旨にかなう優秀 修了生 輩出 もって社会の評価を得たいと考える次第である。 
　
本シンポジウム開催後の二〇一八年一二月二九日付日本経済新聞には、 「法務人材、高まるニーズ―求人数一・五倍に」
と題した記事が掲載されている。
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